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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
冥
王
星
を
よ
ろ
し
く
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
２
８
８
Ｏ

【
作
者
名
】

　
日
平
 

雅
人

【
あ
ら
す
じ
】

　
秋
の
短
編
祭
り
第
二
弾
！
！
　
地
球
人
の
一
般
少
年
一
光
は
、
突
如
空
か
ら

落
下
し
て
き
た
冥
王
星
王
女
に
拉
致
ら
れ
、
冥
王
星
へ
連
行
さ
れ
る
事
に
！
！

　
そ
し
て
、
そ
の
事
が
宇
宙
で
の
惑
星
間
戦
争
の
運
命
を
大
き
く
変
え
る
事
に

な
る
！
！
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（
前
書
き
）

ど
う
も
！
！

秋
の
短
編
祭
り
第
二
弾
は
、
宇
宙
Ｓ
Ｆ
大
バ
ト
ル
「
冥
王
星
を
よ
ろ
し
く
！
」
。

で
は
早
速
ど
う
ぞ
！
！
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水
金
地
火
木
土
天
海
…
…

今
の
学
校
の
教
科
書
で
は
、
天
体
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

水
星

金
星

地
球

火
星

木
星

土
星

天
王
星

海
王
星

し
か
し
、
昔
は
違
っ
た
の
だ
。

水
金
地
火
木
土
天
海
…
…
冥

そ
う
、
冥
王
星
。
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「
大
変
だ
！
！
　
ま
た
海
王
星
人
の
奴
ら
が
、
冥
王
星
に
爆
撃
を
仕
掛
け
て
き

た
ぞ
！
」

冥
王
星
Ｒ
ー
２
４
地
区

冥
王
星
人
達
に
と
っ
て
の
、
首
都
の
よ
う
な
場
所
。

「
海
王
星
人
め
…
…
最
近
調
子
乗
り
や
が
っ
て
…
…
」

「
王
よ
、
い
か
が
な
さ
い
ま
す
か
？
」

Ｒ
ー
２
４
地
区
に
あ
る
で
か
い
建
物
内
。

そ
こ
に
は
、
二
人
の
人
間
の
よ
う
な
姿
を
し
た
、
生
命
体
冥
王
星
人
が
二
人
。

「
…
…
海
王
星
は
木
星
、
金
星
と
３
星
同
盟
を
組
ん
で
お
る
。
一
方
、
我
等
同

盟
の
天
王
星
は
も
は
や
敗
北
状
態
」
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「
王
…
…
こ
の
冥
王
星
も
、
時
間
の
問
題
か
と
」

圧
倒
的
軍
事
力
を
持
つ
海
王
星
、
資
源
豊
か
な
木
星
、
戦
慣
れ
し
た
金
星
。

弱
小
星
冥
王
星
が
落
と
さ
れ
る
の
も
、
時
間
の
問
題
だ
っ
た
。

「
…
…
火
星
と
土
星
、
水
星
は
静
観
の
立
場
を
貫
い
て
お
る
。
…
…
こ
う
な
っ

た
ら
、
唯
一
こ
の
銀
河
戦
争
に
参
加
し
て
い
な
い
、
あ
の
地
球
に
助
け
を
求
め

る
し
か
な
い
な
」

「
王
…
…
地
球
は
ま
だ
、
宇
宙
外
交
が
全
く
の
未
発
達
の
星
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ご
と
き

で
ワ
ー
ワ
ー
騒
い
で
る
星
な
の
で
す
よ
？
」

地
球
…
…
そ
れ
は
、
冥
王
星
人
に
と
っ
て
全
く
の
未
知
の
星
で
あ
る
。

「
…
…
地
球
に
は
我
の
娘
、
ナ
リ
を
向
か
わ
せ
る
」

「
王
！
！
」

「
今
は
…
…
こ
れ
し
か
な
い
ん
だ
…
…
」

冥
王
星
を
守
る
た
め
。
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地
球
、
日
本
、
群
馬
県
は
と
あ
る
町
。

「
ふ
ぁ
～
あ
、
今
日
も
い
い
天
気
だ
」

今
日
の
天
気
は
晴
れ
。

「
暖
か
い
な
～
、
な
ん
だ
か
眠
く
な
り
そ
う
だ
」

そ
う
言
っ
て
あ
く
び
を
し
て
い
る
こ
の
少
年
の
名
は
、
徳
川
一
光
。

と
く
が
わ
か
ず
み
つ

平
凡
な
高
校
二
年
生
だ
。

「
ふ
ぅ
～
、
電
車
ま
で
ま
だ
時
間
あ
る
し
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
行
く
か
」

学
校
へ
行
く
た
め
、
ゆ
っ
く
り
と
駅
へ
と
向
か
う
一
光
。
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し
か
ー
し
！
！

ド
ッ
カ
カ
カ
カ
カ
ア
ア
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
ン
ン
ッ
！
！

「
…
…
…
…
え
？
」

一
光
の
１
メ
ー
ト
ル
先
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
、
何
か
が
空
か
ら
落
ち
て
き
た
。

詳
し
く
言
う
と
、
宇
宙
か
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
一
光
の
目
の
前
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

目
掛
け
、
鉄
の
塊
が
降
っ
て
き
た
。

物
凄
い
轟
音
！
！

物
凄
い
衝
撃
！
！

ち
な
み
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
大
破
。

「
…
…
な
、
何
？
」

そ
し
て
、
そ
の
鉄
の
塊
が
真
っ
二
つ
に
！
！
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「
何
な
ん
だ
、
こ
れ
…
…
」

濛
々
と
立
ち
込
め
る
砂
埃
。

そ
し
て
、
そ
の
向
こ
う
に
は
…
…
。

「
ふ
、
不
時
着
成
功
で
す
！
！
」

「
…
…
…
…
…
」

砂
埃
の
向
こ
う
に
は
、
薄
橙
色
の
髪
を
な
び
か
せ
た
一
人
の
女
性
の
姿
が
あ
っ

た
。

「
な
っ
…
…
に
、
人
間
？
」

そ
の
姿
は
ま
さ
に
人
間
。

「
や
っ
と
着
き
ま
…
…
あ
れ
？
　
こ
こ
ど
こ
？
」

辺
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
見
渡
す
女
性
。

し
か
し
、
一
光
の
頭
で
は
違
う
事
を
考
え
て
い
た
。

（
そ
、
空
か
ら
人
が
っ
！
？
）
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そ
の
時
、
偶
然
こ
っ
ち
を
向
い
た
女
性
と
一
光
の
目
が
合
っ
た
。

（
あ
…
…
）

す
る
と
、
女
性
は
ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑
ん
だ
。

「
あ
、
地
球
人
第
一
号
見
つ
け
ま
し
た
！
！
」

次
の
瞬
間
！
！

「
早
速
冥
王
星
へ
行
き
ま
し
ょ
う
！
！
」

「
え
？
」

気
付
い
た
ら
、
何
故
か
空
中
に
い
た
一
光
。

空
、
飛
ん
で
ま
す
。

「
え
…
…
え
え
え
ぇ
ぇ
ぇ
～
～
～
！
！
？
」

突
然
の
あ
り
え
な
い
事
態
に
目
を
丸
く
し
、
な
る
が
ま
ま
に
空
を
飛
ぶ
一
光
。

体
が
重
力
に
反
発
す
る
よ
う
な
感
じ
で
、
ど
ん
ど
ん
空
高
く
上
っ
て
い
く
。

「
何
？
　
え
、
何
！
？
」

パ
ニ
ク
る
。

「
安
心
し
て
下
さ
い
！
！
」
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「
は
！
？
」

突
然
の
声
。

そ
の
声
は
右
側
か
ら
。

一
光
は
右
へ
振
り
向
く
。

「
大
気
圏
で
は
燃
え
な
い
よ
う
設
定
し
て
あ
り
ま
す
し
、
宇
宙
で
の
酸
素
も
確

保
し
て
い
ま
す
！
！
」

そ
こ
に
は
、
先
程
空
か
ら
降
っ
て
き
た
女
性
。

同
じ
く
飛
行
中
。

「
え
、
何
？
　
一
体
何
な
ん
で
す
か
コ
レ
！
？
　
っ
て
か
あ
な
た
誰
！
？
」

一
光
は
ま
だ
パ
ニ
ク
り
中
。

「
あ
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
ね
。
私
、
冥
王
星
第
一
女
王
の
ナ
リ
・
ア
カ
ナ
ス
タ

＝
リ
ア
ー
ネ
シ
ス
と
申
し
ま
す
！
！
」

「
…
…
は
い
？
」

女
性
―
―
―
ナ
リ
は
ニ
ッ
コ
リ
の
笑
顔
。

一
方
の
一
光
は
フ
リ
ー
ズ
。

「
今
か
ら
貴
方
を
地
球
代
表
と
し
て
冥
王
星
へ
ご
招
待
し
ま
す
！
！
」

「
…
…
…
…
…
」
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絶
賛
フ
リ
ー
ズ
中
。

し
か
し
ナ
リ
は
続
け
る
。

「
あ
、
途
中
木
星
の
近
く
を
通
る
の
で
、
奇
襲
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね

！
！
」

「
…
…
…
…
…
」

一
光
は
何
と
な
く
下
を
向
い
た
。

そ
う
、
何
と
な
く
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
見
え
た
の
は
…
…
。

「
…
…
…
あ
れ
？
」

そ
こ
に
は
、
青
色
の
球
体
が
…
…
。

ち
な
み
に
辺
り
は
真
っ
暗
。

「
あ
、
も
う
大
気
圏
は
突
破
し
ま
し
た
か
ら
。
も
う
す
ぐ
火
星
付
近
で
す
よ
」

「
…
…
…
…
…
」

一
光
、
こ
の
事
態
を
理
解
す
る
の
に
約
２
０
秒
掛
か
っ
た
。

で
、

「
俺
、
今
宇
宙
に
い
る
ぅ
ぅ
ぅ
～
～
！
！
？
」

絶
叫
し
た
。
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「
嘘
だ
ろ
…
…
今
俺
、
宇
宙
人
に
拉
致
ら
れ
て
る
…
…
」

そ
れ
か
ら
の
一
光
は
大
人
し
い
も
の
だ
っ
た
。

「
こ
れ
は
夢
か
？
　
夢
な
の
か
？
　
宇
宙
人
な
ん
て
、
実
際
に
い
る
わ
け
が
…

…
」

視
線
を
右
側
へ
。

そ
こ
に
は
、
薄
橙
色
の
髪
を
し
た
女
性
が
笑
顔
で
飛
ん
で
い
た
。

「
…
…
信
じ
ら
れ
な
い
」

学
校
へ
行
く
は
ず
が
、
何
故
か
宇
宙
に
い
る
一
光
。
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も
は
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
～
！
！

一
方
の
ナ
リ
は
…
…

「
も
う
す
ぐ
で
木
星
領
域
…
…
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
掛
け
な
い
と
…
…
」

何
や
ら
変
な
機
械
を
い
じ
っ
て
い
た
。

そ
の
時
！
！

「
掛
か
れ
っ
！
！
」

ド
ッ
カ
ァ
～
ン
ン
ン
！
！

「
え
？
」

「
何
？
」

宇
宙
で
突
然
の
爆
発
。

そ
し
て

「
覚
悟
っ
！
！
」

「
は
っ
？
」

一
光
の
目
の
前
に
、
緑
色
の
髪
を
し
た
ゴ
ツ
イ
男
性
の
姿
。
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手
に
は
ビ
ー
ム
セ
イ
バ
ー
的
な
何
か
。

「
え
…
…
え
え
え
ぇ
ぇ
ぇ
～
！
！
？
」

某
宇
宙
戦
争
映
画
を
思
わ
せ
る
ス
タ
イ
ル
。

「
地
球
人
代
表
さ
ん
！
！
」

「
は
？
」

振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
ナ
リ
の
姿
が
。

「
ま
さ
か
の
木
星
人
襲
来
で
す
！
！
　
早
く
戦
闘
体
型
に
！
！
」

「
戦
闘
体
型
！
？
」

っ
て
何
！
？
　
み
た
い
な
顔
を
す
る
一
光
。

「
っ
て
か
、
何
な
の
コ
イ
ツ
ら
！
？
」

「
木
星
人
…
…
私
達
冥
王
星
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
三
星
同
盟
の
一
角
で
す
」

ナ
リ
は
腰
の
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
ビ
ー
ム
セ
イ
バ
ー
的
な
武
器
を
取
り
出
し
た
。

「
今
か
ら
３
０
年
く
ら
い
前
に
木
星
、
金
星
、
海
王
星
が
同
盟
を
結
び
、
天
王

星
と
冥
王
星
に
突
然
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
ま
し
た
」
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３
０
年
前
―
―
―

当
時
の
金
星
王
バ
ー
ル
バ
・
ル
バ
ル
ー
バ
＝
ル
バ
５
世
が
、
当
時
の
太
陽
王
国

と
戦
争
を
起
こ
し
た
。

理
由
は
長
年
の
と
あ
る
条
約
を
、
太
陽
側
が
強
引
に
解
約
し
た
か
ら
で
あ
る
。

太
陽
は
ど
の
惑
星
よ
り
も
軍
が
強
く
、
こ
の
宇
宙
で
１
番
強
い
星
。

金
星
側
と
し
て
は
、
太
陽
に
怒
り
の
攻
撃
を
し
た
い
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
で
は

返
り
討
ち
１
０
０
％
。

そ
こ
で
金
星
王
は
考
え
た
。

「
太
陽
以
外
の
全
て
の
星
を
仲
間
に
し
ち
ゃ
え
ば
、
太
陽
Ｖ
Ｓ
そ
の
他
全
て
の

星
っ
て
事
で
、
少
し
は
話
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
」

で
、
元
々
仲
の
良
か
っ
た
海
王
星
と
木
星
の
２
星
と
同
盟
を
組
み
、
片
っ
端
か

ら
星
の
占
領
に
入
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
他
の
星
は

「
太
陽
と
戦
う
だ
と
？
　
勘
弁
し
て
く
れ
よ
～
」
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的
な
感
じ
で
、
金
星
と
の
同
盟
を
拒
否
。

で
、
金
星
は

「
な
ら
、
力
ず
く
で
も
仲
間
に
さ
せ
て
や
る
」

と
、
各
星
に
対
し
宣
戦
布
告
し
た
の
だ
。

「
何
そ
れ
？
　
何
の
Ｓ
Ｆ
小
説
！
？
」

的
確
な
ツ
ッ
コ
ミ
一
光
。

「
気
を
つ
け
て
下
さ
い
…
…
木
星
人
の
能
力
は
…
…
」

「
能
力
っ
て
何
！
？
　
や
っ
ぱ
り
Ｓ
Ｆ
！
？
」

そ
の
時



17

「
覚
悟
し
ろ
冥
王
星
人
！
！
　
と
、
そ
の
他
１
人
！
！
」

そ
し
て
―
―
―

「
嵐
舞
！
！
」

ス
ト
ー
ム
ダ
ン
ス

中
２
的
ネ
ー
ミ
ン
グ
セ
ン
ス
の
技
名
を
叫
ん
だ
木
星
人
。

そ
し
て
、
手
の
ビ
ー
ム
セ
イ
バ
ー
的
な
武
器
を
一
降
り
。

そ
の
瞬
間
！
！

ゴ
ゴ
ゴ
ワ
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
ッ
！
！

「
う
わ
っ
！
？
」

突
然
の
突
風
！
！

「
気
を
つ
け
て
下
さ
い
！
　
木
星
人
の
能
力
は
風
使
い
！
！
　
無
重
力
の
宇
宙

で
突
風
に
吹
か
れ
た
ら
、
遥
か
彼
方
ま
で
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
ぅ
～
」

と
言
い
な
が
ら
、
遥
か
彼
方
へ
飛
ば
さ
れ
か
け
て
る
ナ
リ
。

「
お
、
お
い
っ
！
！
」

た
ま
た
ま
風
の
外
に
い
た
一
光
は
、
し
っ
か
り
と
ナ
リ
の
腕
を
掴
ん
だ
。
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「
大
丈
夫
か
ア
ン
タ
？
」

「
す
、
す
み
ま
せ
ん
地
球
人
代
表
さ
ん
！
！
」

よ
っ
こ
い
せ
っ
と
、
ナ
リ
を
引
っ
張
る
一
光
。

「
相
手
は
二
人
…
…
両
方
と
も
木
星
人
、
つ
ま
り
は
風
使
い
…
…
」

う
～
ん
…
…
と
考
え
込
む
ナ
リ
。

「
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
、
木
星
人
を
ナ
メ
る
な
よ
っ
！
！
」

木
星
人
は
再
び
ビ
ー
ム
セ
イ
バ
ー
的
な
武
器
を
構
え
る
。

「
ち
ょ
っ
、
相
手
構
え
て
ま
す
よ
！
？
」

「
う
～
ん
…
…
」

ナ
リ
は
考
え
な
が
ら
ビ
ー
ム
セ
イ
バ
ー
的
な
武
器
を
構
え
た
。

「
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
！
！
　
行
く
ぜ
！
！
　
風
刃
！
！
」

エ
ア
ス
ラ
ッ
シ
ュ

木
星
人
は
再
び
ビ
ー
ム
セ
イ
バ
ー
的
な
武
器
を
振
る
う
。

す
る
と
、
武
器
か
ら
三
日
月
状
の
風
が
現
れ
…
…

ガ
キ
ン
ッ
！
！
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「
う
わ
っ
！
！
」

ナ
リ
の
武
器
に
激
突
！
！

「
か
、
鎌
鼬
か
コ
レ
」

か
ま
い
た
ち

一
光
は
ビ
ッ
ク
リ
！
！

「
嵐
舞
に
風
刃
…
…
両
方
と
も
遠
距
離
攻
撃
、
冥
王
星
人
の
能
力
と
は
相
性
が

悪
す
ぎ
！
」

ナ
リ
は
何
や
ら
ぼ
や
き
中
。

「
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
、
ど
ん
ど
ん
行
く
ぜ
！
！
　
嵐
舞
！
！
」

ゴ
ゴ
ゴ
ワ
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
ッ
！
！

「
う
っ
…
…
凄
い
風
、
地
球
人
代
表
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

「
き
、
キ
ツ
イ
…
…
」

無
重
力
で
は
踏
ん
張
れ
な
い
た
め
、
体
を
前
に
出
し
風
に
耐
え
る
２
人
。
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し
か
し
、
一
般
地
球
人
の
一
光
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
か
な
り
ツ
ラ
か
っ
た
。

「
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
、
風
刃
！
」

ヒ
ュ
ン
ッ
！
！

ガ
キ
ン
ッ
！
！

「
う
っ
…
…
」

再
び
鎌
鼬
を
武
器
で
受
け
止
め
る
ナ
リ
。

し
か
し
…
…

「
う
ぅ
～
…
…
」

地
球
人
一
光
、
限
界
が
近
か
っ
た
。

「
地
球
人
代
表
さ
ん
し
っ
か
り
！
！
　
…
…
う
ぅ
、
せ
め
て
嵐
舞
と
風
刃
、
ど

っ
ち
が
来
る
か
分
か
れ
ば
、
私
の
能
力
で
…
…
」

そ
の
時

「
風
刃
！
！
」

ヒ
ュ
ン
ッ
！
！

木
星
人
の
放
っ
た
鎌
鼬
。

そ
れ
が
…
…
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バ
チ
ッ

「
痛
っ
」

ナ
リ
の
右
手
に
直
撃
！
！

ビ
ー
ム
セ
イ
バ
ー
的
武
器
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
！
！

「
あ
っ
！
！
」

で
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
一
光
の
手
の
中
へ
。

そ
の
瞬
間
！
！

ド
ク
ン
ッ
　
ド
ク
ン
ッ

「
う
お
っ
！
！
」

武
器
を
持
っ
た
一
光
の
手
が
光
り
出
し
、
一
光
の
中
に
何
か
が
芽
生
え
た
。

「
あ
…
…
ち
、
地
球
人
に
能
力
刀
が
…
…
っ
て
あ
れ
？
」

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ベ
ル

ナ
リ
の
頭
上
に
は
？
マ
ー
ク
が
ひ
と
つ
。

「
地
球
人
の
能
力
っ
て
…
…
何
？
」

一
方
の
一
光
は

「
何
だ
コ
レ
…
…
熱
っ
…
…
ん
？
」

一
光
の
耳
に
、
何
か
が
聞
こ
え
た
。
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『
次
は
嵐
舞
を
撃
っ
て
や
る
！
！
』

嵐
舞
…
…

そ
し
て
、
木
星
人
は
武
器
―
―
―
能
力
刀
を
構
え
た
。

ま
さ
か
…
…

「
冥
王
星
人
、
突
風
攻
撃
が
来
る
ぞ
！
！
」

「
え
っ
？
」

次
の
瞬
間

「
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
、
嵐
舞
！
」

ゴ
ゴ
ゴ
ワ
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
ッ
！
！

「
く
っ
…
…
」

一
光
は
ナ
リ
の
近
く
へ
。

そ
の
時

『
次
は
風
刃
だ
！
！
』

頭
の
奥
に
響
く
よ
う
な
、
不
思
議
な
感
じ
。

「
冥
王
星
人
、
次
は
鎌
鼬
だ
。
多
分
鎌
鼬
が
来
る
」
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「
地
球
人
代
表
さ
ん
、
も
し
か
し
て
分
か
―
―
―
」

ナ
リ
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
何
か
を
言
い
か
け
た
そ
の
時

「
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
、
風
刃
！
」

ヒ
ュ
ン
ッ
！
！

「
凄
い
！
！
」

ナ
リ
は
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
二
本
目
の
能
力
刀
を
取
り
出
す
と
、
ガ
キ
ン
ッ
と
鎌
鼬

を
受
け
止
め
る
。

「
地
球
人
代
表
さ
ん
、
分
か
る
ん
で
す
か
？
　
相
手
の
攻
撃
！
？
」

「
い
や
…
…
何
と
言
う
か
、
相
手
の
考
え
が
聞
こ
え
る
っ
て
言
う
か
…
…
」

一
光
自
身
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
り
。

「
そ
れ
っ
て
…
…
心
聴
！
？
　
も
し
か
し
て
地
球
人
の
能
力
っ
て
、
相
手
の
心

を
読
む
能
力
！
？
」

「
…
…
…
…
…
」

一
光
自
身
、
や
は
り
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

そ
の
時

『
次
の
風
刃
で
決
め
て
や
る
ぜ
！
！
』
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一
光
の
頭
に
響
く
声
。

「
冥
王
星
人
、
次
の
鎌
鼬
で
決
め
る
っ
て
…
…
」

「
風
刃
で
す
ね
、
了
解
で
す
！
！
」

軽
快
に
そ
の
場
か
ら
飛
び
立
つ
ナ
リ
。

「
ヘ
ッ
ヘ
ッ
ヘ
、
こ
れ
で
終
い
だ
風
刃
！
！
」

ヒ
ュ
ン
ッ
！
！

木
星
人
の
刀
か
ら
放
た
れ
る
鎌
鼬
。

「
は
っ
！
！
」

ナ
リ
は
そ
の
鎌
鼬
を
楽
々
か
わ
す
。

「
え
！
！
？
」

木
星
人
ア
然
。

そ
し
て
―
―
―

「
え
い
っ
！
！
」

ナ
リ
の
刀
が
、
木
星
人
の
体
に
触
れ
た
。

「
電
磁
重
力
！
！
」

フ
ォ
ー
ル
ダ
ウ
ン
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ナ
リ
が
そ
う
叫
ん
だ
途
端
！

「
ぐ
わ
っ
！
！
」

マ
ッ
ハ
の
速
度
で
、
木
星
人
は
宇
宙
の
下
に
落
ち
て
行
く
。

「
冥
王
星
人
の
能
力
は
重
力
操
作
。
無
重
力
の
宇
宙
で
使
え
ば
こ
の
空
間
に
重

力
を
作
り
、
ひ
た
す
ら
下
へ
落
と
す
の
で
す
！
！
」

え
っ
へ
ん
と
、
仁
王
立
ち
す
る
ナ
リ
。

「
ひ
、
ひ
ぃ
！
！
」

も
う
一
人
の
木
星
人
は
逃
亡
！
！

へ
っ
ぴ
り
腰
！
！

「
す
、
凄
い
…
…
」

一
光
ア
然
。

「
さ
あ
、
地
球
人
代
表
さ
ん
、
冥
王
星
へ
行
き
ま
し
ょ
う
！
！
」

ナ
リ
は
笑
顔
。

「
…
…
拒
否
は
…
…
出
来
る
の
か
な
？
」

「
さ
あ
、
行
き
ま
し
ょ
う
！
！
」

地
球
人
一
光
、
冥
王
星
へ
拉
致
ら
れ
る
。



26

地
球
人
、
宇
宙
戦
争
に
参
加
。

し
か
し
、
こ
の
事
が
後
の
宇
宙
大
戦
争
の
運
命
を
分
け
て
い
く
事
に
な
る
の
だ
。
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（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
！
？

次
回
、
秋
の
短
編
祭
り
第
三
弾
は
下
ネ
タ
注
意
な
ギ
ャ
グ
系
小
説
の
続
編
「
続
・

生
徒
会
な
ん
で
す
、
こ
れ
で
も
」
。

続
じ
ゃ
な
い
普
通
の
「
生
徒
会
な
ん
で
す
、
こ
れ
で
も
」
は
既
に
掲
載
済
み
な

ん
で
、
良
か
っ
た
ら
そ
ち
ら
も
ど
う
ぞ
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

冥王星をよろしく！
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